
2012年3月期第2Q決算説明会

2011年11月8日

宝ホールディングス株式会社宝ホ ルディングス株式会社

本日の内容

１ 宝ホ ルデ ングス連結１．宝ホールディングス連結
 2012年3月期第2Q決算レビュー

２．宝酒造グループ
 2012年3月期第2Q決算レビ 2012年3月期第2Q決算レビュー
 2012年3月期活動内容、通期業績予想

３．宝ホールディングス連結
 2012年3月期通期業績予想 2012年3月期通期業績予想
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１．宝ホールディングス連結

年 月期第 決算レビ2012年3月期第2Q決算レビュー
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TaKaRaグループの中長期戦略

T K R グル プ ビジョン2020 国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばしTaKaRaグループ・ビジョン2020
（2011年度～2020年度）

国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、
環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する。

経営目標

TaKaRaグループ中期経営計画2013 （2011.04~2014.03）

「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、
国内での安定成長を実現するとともに、海外で大きく成長するための事業基盤を拡大する。

基本方針

2014年3月期 T K R グル プ 連結売上高 2 000億円以上 営業利益 100億円以上

事業の位置付けと事業方針

2014年3月期 TaKaRaグループ 連結売上高 2,000億円以上、営業利益 100億円以上
海外売上高比率 10％以上、成長事業＋育成事業売上高比率 25％以上

定量目標

基盤事業 ●国内酒類事業
中核事業として収益力の強化に取り組み、
グループの成長を支える。

●海外酒類事業 日本食材卸事業
成長が見込まれる市場 積極的 事業拡大を図り

成長事業
●海外酒類事業、日本食材卸事業
●調味料・酒精事業
●遺伝子工学研究事業

成長が見込まれる市場で、積極的に事業拡大を図り、
グループ全体の成長を牽引する。

育成事業
●健康食品事業
●遺伝子医療事業

成長が見込まれる市場で、次期の成長事業化を目指し、
事業基盤 確立 取り組む

育成事業
●遺伝子医療事業 事業基盤の確立に取り組む。

グループ経営基盤の強化風土・人財の育成 社会・環境行動の推進
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健全な財務体質を維持しながら、成長・育成事業への投資と、
積極的な株主還元を実施し、ROE（自己資本利益率）の向上を目指す。

財務方針



宝HLD連結_2012年3月期第2Q累計期間の事業概況

総括総括

東日本大震災をはじめとする厳しい経営環境を鑑み、上期は増収減益の計画でスタートしたが、全ての事業
グループで期初計画を上回る営業利益をあげ、連結営業利益・連結経常利益は前期比増益を達成

上期の純利益は期初計画を上回ったが、東日本大震災に伴う特別損失の計上、株価下落の影響による投
資有価証券評価損の計上などにより前期比減益

宝酒造グループ

資有価証券評価損の計上などにより前期比減益

国内酒類事業 ： 家庭内飲酒の拡大に対応し、ソフトアルコール飲料を中心に売上拡大
業務 市場 は低価格志向 高まり タ ダ ドゾ 商品 対応業務用市場では低価格志向の高まりに、スタンダードゾーンの商品で対応

調味料・酒精事業 ： 震災の影響により、東北地方向けの加工業務用調味料は苦戦が続くが、
工業用アルコールを中心に売上拡大

海外事業 ： 海外酒類事業・日本食材卸事業ともに順調に拡大

タカラバイオグループ

遺伝子工学研究事業 ： 中国市場での売上拡大
インド市場における研究用試薬の販売を本格化

宝ヘルスケア

医食品バイオ事業 ： キノコの市場価格低迷により計画未達
遺伝子医療事業 ： がん免疫細胞療法支援サービス事業の提携先拡大

中国における細胞培養用培地・バッグの売上拡大

宝ヘルスケア

主力の「ガゴメ昆布フコイダン」関連製品への集中的な広告投下により、新規顧客の獲得が進展

東日本大震災への対応
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被災した物流拠点（宝酒造㈱東日本物流センター）は6月20日に復旧
消費者の安心・安全志向や、電力不足による節電要請に応えながら、製品の安定供給に尽力

12/03期 前期比 期初計画比

宝HLD連結_P/L概要（2012年3月期第2Q累計）

グループ別の決算概況12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%)

宝酒造G 84,996 4,242 5.3 996 1.2

タカラバイオG 8,642 198 2.4 12 0.1

（単位：百万円）

前期比 期初計画比 グル プ別の決算概況

宝酒造グループ

震災の影響を考慮し増収減益の
期初計画の下、売上高を伸ばし、
営業利益も期初計画を上回る

,

宝ヘルスケア 1,326  189  12.5  23  1.7

その他 513  245  32.3 18 3.6

95,478 4,006 4.4 978 1.0売上高

営業利益も期初計画を上回る。

タカラバイオグループ

原価率の低下などにより、営業利

58,583 2,514 4.5 83 0.1

36,895 1,491 4.2 895 2.5

33,569 1,413 4.4  130  0.4

宝 造

売上総利益

販管費

売上原価 益は期初計画を上回る。

宝ヘルスケア

利益率の高い健康食品の売上高
宝酒造G 2,569  214 7.7 509 24.8

タカラバイオG 394 199 102.7 391 －

宝ヘルスケア  86 29 － 33 －

その他 448 62 16 2 90 25 2
営業外損益 （単位：百万円）

利 率 高 健康食品 売 高
を伸ばし、営業損失は期初計画以
上に改善。

その他 448 62 16.2 90 25.2

3,326 77 2.4 1,026 44.6

125 139 － 25 25.4

3,451 216 6 7 1 051 43 8経常利益

営業利益

営業外損益

12/03期

2Q累計実績 増減 率(%)

営業外収益 473 29 6.6

受取利息・配当金 291 22 8.3

（単位：百万円）

前期比

3,451 216 6.7 1,051 43.8

 1,180  987 －  380 －

1,194  480  28.7 494 70.6

117 128 － 117 －

経常利益

特別損益

少数株主利益

法人税等

持分法投資利益 18  11  37.2

その他 162 18 12.6

営業外費用 347  109  24.0

支払利息・社債利息 254  42  14.4

為替差損 23 17 310.2
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959  419  30.4 59 6.6四半期純利益
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為替差損 23 17 310.2

社債発行費 －  76 －

その他 69  8  10.9

125 139 －営業外損益収支



11/03期 12/03期 前期比

宝HLD連結_特別損益（2012年3月期第2Q累計）

11/03期 12/03期

2Q累計実績 2Q累計実績 増減 率(%)

特別利益 458 214  244  53.3

固定資産売却益 13 196 183 1,361.2

（単位：百万円）

前期比

投資有価証券売却益 413 2  410  99.3

その他 31 14  17  54.5

特別損失 650 1,394 743 114.3

投資有価証券評価損 1 357 356 －投資有価証券評価損 1 357 356

固定資産除売却損 103 165 61 59.2

震災による特別損失 － 805 805 －

資産除去債務会計基準
424 － 424 －

の適用に伴う影響額
424 424

係争和解費用 108 －  108 －

その他 11 65 53 481.6

192 1 180 987 －特別損益収支  192  1,180 987特別損益収支

宝酒造（単体） 830
内訳 棚卸資産評価損 廃棄作業料等 482

震災による特別損失 （単位：百万円）

内訳 棚卸資産評価損・廃棄作業料等 482
建物・機械装置修繕料等 37
代替倉庫料等 298
その他 10

その他（連結消去含む） ▲24
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その他（連結消去含む） ▲24
合計 805 前期（通期）実績

396

２．宝酒造グループ

年 月期第 決算レビ2012年3月期第2Q決算レビュー

2012年3月期活動内容、通期業績予想
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事業環境

酒類別の市場動向（2011年4‐8月）パブ・居酒屋の売上高 利用客数の前年同月比推移 酒類別の市場動向（2011年4 8月）

100.0%

105.0%

パブ 居酒屋の売上高、利用客数の前年同月比推移

品目
前年比
（数量）

焼酎甲類 ▲2 9%

品目
前年比
（数量）

ビール ▲5 2%

90.0%

95.0%

焼酎甲類 ▲2.9%

焼酎乙類 ▲4.5%

焼酎合計 ▲3.8%

清酒 ▲1 2%

ビール ▲5.2%

発泡酒 ▲12.3%

新分野 +3.4%

ビール系合計 ▲3 6%

80.0%

85.0% 売上高

利用客数

清酒 ▲1.2%

ﾁｭｰﾊｲ・ｶｸﾃﾙ +5.4%

本みりん ▲6.8%

出所 焼酎 類 本蒸留 造組合

ビ ル系合計 ▲3.6%

（出所） 日本フードサービス協会

（出所） 焼酎甲類：日本蒸留酒酒造組合
焼酎乙類、清酒：日本酒造組合中央会
ﾁｭｰﾊｲ・ｶｸﾃﾙ：日本洋酒酒造組合
本みりん：全国味淋協会
ビール：ビール酒造組合（出所） 日本フードサービス協会 ル ル酒造組合
発泡酒・新分野：発泡酒の税制を考える会

東日本大震災の影響

家庭内飲酒（家飲み）市場の拡大、業務用市場の不振
節約・低価格志向の加速
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チューハイや、スタンダードゾーンの焼酎・清酒に注力し、市場の変化に対応

12/03期 前期比 期初計画比 売上高の主な増減理由

宝酒造G_P/L概要（2012年3月期第2Q累計）

12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%)

焼酎 36,729  721  1.9  470  1.3

清酒 7,364 10 0.1 264 3.7

（単位：百万円）

前期比 期初計画比 売上高の主な増減理由
（単位：百万円）

前期比

宝酒造単体の要因清酒 ,

ソフトアルコール飲料 15,212 3,484 29.7 712 4.9

その他酒類 4,914 156 3.3 314 6.8

本みりん 6,884  200 2.8 115  1.6

＜焼酎＞
焼酎甲類 ▲795
焼酎乙類 ▲40

＜ソフトアルコール飲料＞
焼酎ハイボール +1,406

その他調味料 3,504 171 5.1  95  2.7

原料用アルコール等 3,097 255 9.0 297 10.6

その他 7,289 1,085 17.5 89 1.2

焼酎ハイボ ル 1,406
直搾り +1,331

子会社の要因
＜その他＞
フーデックス社 +1,207

84,996 4,242 5.3 996 1.2

売上原価 53,752 2,980 5.9 612 1.2

31,244 1,261 4.2 384 1.2

売上高

売上総利益

期初計画比

宝酒造単体の要因
＜焼酎＞

運送費、保管料 3,390 394 13.2 190 5.9

広告宣伝費 1,820 168 10.2  79  4.2

販売促進費等 15,083 674 4.7  316  2.1

究開発費

焼酎甲類 ▲608
焼酎乙類 ▲63

＜清酒＞
松竹梅「天」 +192

＜ソフトアルコール飲料＞
研究開発費 182 4 2.4  17  8.7

管理費、その他 8,197 244 3.1 97 1.2

28,674 1,476 5.4  125  0.4

2 569 214 7 7 509 24 8

販管費

営業利益

＜ソフトアル ル飲料＞
レギュラー +304

子会社の要因
＜その他＞
フーデックス社 +236
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2,569  214 7.7 509 24.8営業利益
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宝酒造G_営業利益増減分析（2012年3月期第2Q累計）

前期比 （単位：百万円）

11/03期

2Q累計実績
2,784

前期比 （単位：百万円）

コストアップ

（宝酒造_単体）
▲598粗留アルコール、

燃料、糖、果汁など
宝酒造（単体）

営業利益
前期比▲421

売上増加等による

総利益の増加

コストダウン

（宝酒造_単体）
PETボトルなど +506

+991

販管費の増加

（宝酒造 単体）

総利益の増加

（宝酒造_単体） 販管費の増加（宝酒造_単体）の内訳
運送費の増加 ▲405
広告宣伝費の増加 ▲211
販売促進費の増加 ▲718 等

+991

▲1,319

フーデックス社の

営業利益増加等

（宝酒造_単体） 販売促進費の増加 718 等

フーデックス社の営業利益増加等の内訳
営業 益 増加

+122

その他子会社の

営業利益増加等

営業利益の増加 +155
のれん償却額の増加 ▲33+83
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12/03期

2Q累計実績
2,569

（注）利益の増加要因を「+」、減少要因を「▲」で表示

宝酒造G_営業利益増減分析（2012年3月期第2Q累計）

期初計画比 （単位：百万円）期初計画比 （単位：百万円）

12/03期

2Q累計計画
2,060

コストアップ

（宝酒造_単体）
▲81燃料、糖、果汁など 宝酒造（単体）

営業利益
期初計画比+288

売上増加等による

総利益の増加

コストダウン

（宝酒造_単体）
製造経費など +105

+234

販管費の減少

（宝酒造 単体）

総利益の増加

（宝酒造_単体） 販管費の増加（宝酒造_単体）の内訳
運送費の増加 ▲240
広告宣伝費の増加 ▲13
販売促進費の減少 +186 等

+234

+29

フーデックス社の

営業利益増加等

（宝酒造_単体） 販売促進費の減少 186 等

フーデックス社の営業利益増加等の内訳
営業 益 増加

+40

その他子会社の

営業利益増加等

営業利益の増加 +43
のれん償却額の増加 ▲2+181
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12/03期

2Q累計実績
2,569

（注）利益の増加要因を「+」、減少要因を「▲」で表示



宝酒造G_事業戦略

宝酒造グル プ中期経営計画2013 国内は 酒類事業の収益力強化およびBtoB事業の拡大

国内酒類事業

宝酒造グループ中期経営計画2013
（2011.04~2014.03）

国内は、酒類事業の収益力強化およびBtoB事業の拡大、
海外は、日本食材卸販売網の構築に取り組む。

基本方針

差別化品質を持った
オリジナリティある新商品の開発

こだわりゾーンとスタンダードゾーンの双方で
多数の強いブランドを育成

利益マネジメントの強化と、
業務効率化の推進

ブランドの育成新商品の開発 収益力の強化

調味料・酒精事業

安定的なキャッシュフローを生み出し、グループの成長を支える

酒精事業の拡大加工業務用調味料事業の拡大

技術力に基づく商品開発と提案営業で
顧客の課題解決に貢献

新たなスキームによる事業成長と
競争優位性の確立による収益力強化

海外事業

組織統合効果の追求
顧客対応力を強化し、BtoBビジネスを事業の柱として中長期的に拡大

海外事業

日本食材卸販売網の構築海外酒類事業の拡大

日本食レストラン市場におけるシェアアップと
量販チャネルにおける間口拡大

海外における
販売網を構築・拡大
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日本食文化を世界に広める
日本の酒類と食材を組み合わせた提案による、新規販路獲得・間口拡大

国内酒類事業 ～焼酎～

本格麦焼酎「知心剣」本格焼酎「黒よかいち」 極上＜宝焼酎＞

従来の＜芋＞に加えて2011年3月15日
に＜麦＞を発売

順次、ラインアップ（容量・容器）を拡充
本格焼酎スタンダ ドゾ ンの柱に育成

本格麦焼酎「知心剣」

テレビCMを開始

本格焼酎「黒よかいち」 極上＜宝焼酎＞

甲類焼酎スタンダードゾー
ンの柱に育成

本格焼酎スタンダードゾーンの柱に育成

商品ラインアップを強化

本格麦焼酎「知心剣」
＜洞窟甕貯蔵＞

2011年10月4日発売
業務用ルート限定

＜洞窟甕貯蔵＞

煎り白ごま焼酎「ごまふわわ」 全量芋焼酎「一刻者」

女性に人気の高い「ごま」を使用した
本格焼酎を発売

限定商品の発売

全量芋焼酎「一刻者」＜原酒＞

2011年9月20日発売

2011年10月20日発売
オンラインショップ限定

全量芋焼酎「一刻者」＜原酒＞
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スタンダードゾーンの「黒よかいち」「極上宝焼酎」、こだわりゾーンの「知心剣」「一刻者」を中心に
ブランド育成を継続



国内酒類事業 ～清酒～

松竹梅「天」 松竹梅「豪快」松竹梅「天」 松竹梅「豪快」

冷蔵庫で保管しやすく、解体やごみの分別が不要な
エコパウチ入りを発売

業務用限定ブランドの「豪快」に冷用酒質の＜生酒＞
を発売

2011年9月20日発売
2011年3月22日発売
業務用ルート限定

松竹梅白壁蔵「澪（みお）」スパークリング清酒 松竹梅「白壁蔵」＜生酛＞

 「楽しむ会」を通じたファンづくりを継続
海外においても「楽しむ会」を実施

低アルコールの発泡性清酒を発売

＜生酛＞シリーズと合わせて、清酒こだわりゾーン
の柱に育成の柱に育成

2011年6月21日発売
百貨店・業務用ルート・オンラインショップ限定
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スタンダードゾーンの「天」「豪快」、こだわりゾーンの「澪」「生酛」を中心にブランド育成を継続

国内酒類事業 ～ソフトアルコール飲料～

焼酎ハイボール 直搾り焼酎ハイボ ル 直搾り

テレビCMを開始 全面リニューアル実施後、好調に推移

2011年3月15日リニューアル発売

「世界のフルーツ便」

限定生産シリーズの継続展開 果汁の産地にこだわった限定出荷シリーズの展開

「日本の農園から」
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「焼酎ハイボール」のブランド育成と、女性をターゲットにした「直搾り」限定生産シリーズの展開継続



12/03期 12/03期 期初計画比前期比前期比 期初計画比

海外事業 ～米国宝酒造～

12/03期 12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%) 増減 率(%)

1,026  32  3.0  18  1.8 2,038  21  1.1  17  0.9

73 1 1.9 12 19.9 103  4  4.0 0 0.4

期初計画比

売上高

営業利益

前期比

（単位：百万円）

前期比 期初計画比

12/03期 12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%) 増減 率(%)

12,515 928 8.0  551  4.2 25,700 2,237 9.5 － 0.0

営業利益

前期比

（単位：千USドル）

前期比 期初計画比 期初計画比

売上高

893 106 13.5 129 17.0 1,298 76 6.2 16 1.3営業利益

32000

 P/L換算レート（1$⇔円）
米国宝酒造の売上高推移 （単位：千USドル）

2Q累計 通期

11/03期 12/03期 11/03期 12/03期

28000

30000

32000
中期経営計画2013

米国宝酒造 生産能力増強

11/03期 12/03期 11/03期 12/03期

実績 期初計画 実績 実績 期初計画 通期予想

91.36 80.00 82.02 87.79 80.00 79.30

24000

26000

米国宝酒造の生産能力増強

生産能力を1.5倍（2009年比）に増強し、品質面も向上
総投資額：約1,000万USドル2008年9月

リーマンショック

20000

22000

リ マンショック
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18000

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

（計画）

2012年

（計画）

2013年

（計画）

12/03期 12/03期前期比 期初計画比 前期比 期初計画比

海外事業 ～フーデックス～

12/03期 12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%) 増減 率(%)

2,073 1,207 139.3 236 12.9 3,949 1,418 56.0 226 6.1

268 155 138.2 43 19.3 515 193 60.0 46 10.0

（単位：百万円）

前期比 期初計画比 前期比 期初計画比

売上高

営業利益

12/03期 12/03期

2Q累計実績 増減 率(%) 増減 率(%) 通期予想 増減 率(%) 増減 率(%)

18,026 10,620 143.4 1,319 7.9 35,908 13,563 60.7 2,061 6.1

期初計画比 前期比 期初計画比

売上高

営業利益

（単位：千ユーロ）

前期比

2,335 1,371 142.3 287 14.0 4,685 1,841 64.7 425 10.0営業利益

 P/L換算レート（1€⇔円）

11/03期2Q累計：2010年4‐6月（3ヶ月）
12/03期2Q累計：2011年1‐6月（6ヶ月）

11/03期通期：2010年4‐12月（9ヶ月）
12/03期通期：2011年1‐12月（12ヶ月）

同期間比較（2010年4 6月vs 2011年4 6月）

11/03期2Q 12/03期2Q

2010年4‐6月 2011年4‐6月 増減 率(%)

7,405 9,187 1,782 24.1売上高

営業利益

（単位：千ユーロ）

前期比

 P/L換算レ ト（1€⇔円）

2Q累計 通期

11/03期 12/03期 11/03期 12/03期

実績 期初計画 実績 実績 期初計画 通期予想

同期間比較（2010年4‐6月vs.2011年4‐6月）

963 1,195 231 24.1営業利益
117.03 110.00 115.05 113.28 110.00 110.00

福島原発の事故に伴う影響について

現在、EU向けに輸出される食品に対する輸入規制が行われているが、フーデックス社への影響は軽微

日本産食品に対する風評被害は一時的に発生したものの長期化せず、それ以上に日本食市場が成長
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12/03期 前期比 期初計画比

宝酒造G_2012年3月期通期業績予想（2011年11月4日発表予想）

売上高の主な増減理由12/03期

業績予想 増減 率(%) 増減 率(%)

焼酎 72,200  495  0.7  1,800  2.4

清酒 21,100 303 1.5 700 3.4

（単位：百万円）

前期比 期初計画比 売上高の主な増減理由
（単位：百万円）

前期比

宝酒造単体の要因清酒 ,

ソフトアルコール飲料 27,000 4,747 21.3 1,200 4.7

その他酒類 10,100 425 4.4 400 4.1

本みりん 14,900  31 0.2 100  0.7

＜焼酎＞
焼酎甲類 +274
焼酎乙類 +157
混和焼酎 ▲823

＜ソフトアルコール飲料＞

その他調味料 7,400 309 4.4  300  3.9

原料用アルコール等 6,800 524 8.4 200 3.0

その他 14,600 1,526 11.7 － －

＜ソフトアルコ ル飲料＞
焼酎ハイボール +2,470
直搾り +1,657

子会社の要因
＜その他＞
フ デックス社 +1 418

174,100 7,309 4.4 300 0.2

売上原価 109,300 5,097 4.9 700 0.6

64,800 2,212 3.5  400  0.6

売上高

売上総利益

フーデックス社 +1,418

期初計画比

宝酒造単体の要因

運送費、保管料 6,800 431 6.8 200 3.0

広告宣伝費 3,400 123 3.8  200  5.6

販売促進費等 31,200 1,354 4.5  200  0.6

究開発費

＜焼酎＞
焼酎甲類 ▲589
焼酎乙類 ▲377
混和焼酎 ▲770

＜清酒＞
研究開発費 450 61 15.9 － －

管理費、その他 16,250 109 0.7  200  1.2

58,100 2,081 3.7  400  0.7

6 700 131 2 0

販管費

営業利益

＜清酒＞
松竹梅「天」 +308

＜ソフトアルコール飲料＞
レギュラー +456

TAKARA HOLDINGS INC

6,700 131 2.0 － －営業利益

19

宝酒造G_営業利益増減分析（2012年3月期通期業績予想）

前期比 （単位：百万円）前期比 （単位：百万円）

11/03期

実績
6,568

コストアップ

（宝酒造_単体）
▲1,765 宝酒造（単体）

営業利益
前期比▲59

粗留アルコール、
燃料、糖、果汁など

売上増加等による

総利益の増加

コストダウン

（宝酒造_単体）
+1,269

+2 481

PETボトルなど

販管費の増加

（宝酒造 単体）

総利益の増加

（宝酒造_単体） 販管費の増加（宝酒造_単体）の内訳
運送費の増加 ▲493
広告宣伝費の増加 ▲104
販売促進費の増加 ▲1,299 等

+2,481

▲2,044

フーデックス社の

営業利益増加等

（宝酒造_単体） 販売促進費の増加 1,299 等

フーデックス社の営業利益増加等の内訳
営業 益 増加

+163

その他子会社の

営業利益増加等

営業利益の増加 +193
のれん償却額の増加 ▲29+26
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12/03期

業績予想

（注）利益の増加要因を「+」、減少要因を「▲」で表示

6,700



宝酒造G_営業利益増減分析（2012年3月期通期業績予想）

期初計画比 （単位：百万円）期初計画比 （単位：百万円）

12/03期

期初計画
6,700

コストアップ

（宝酒造_単体）
粗留アルコール、
燃料、糖、果汁など

▲754 宝酒造（単体）
営業利益

期初計画比▲136

売上増加等による

総利益の増加

コストダウン

（宝酒造_単体）
製造経費など +159

+409

販管費の減少

（宝酒造 単体）

総利益の増加

（宝酒造_単体） 販管費の増加（宝酒造_単体）の内訳
運送費の増加 ▲259
広告宣伝費の減少 +153
販売促進費の減少 +133 等

+409

+49

フーデックス社の

営業利益増加等

（宝酒造_単体） 販売促進費の減少 133 等

フーデックス社の営業利益増加等の内訳
営業 益 増加

+46

その他子会社の

営業利益増加等

営業利益の増加 +46
（のれん償却額は期初計画通り）+89
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12/03期

業績予想

（注）利益の増加要因を「+」、減少要因を「▲」で表示

6,700

３．宝ホールディングス連結

年 月期通期業績予想2012年3月期通期業績予想
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12/03期 前期比 期初計画比

宝HLD連結_2012年3月期通期業績予想（2011年11月4日発表予想）

グループ別のトピックス12/03期

業績予想 増減 率(%) 増減 率(%)

宝酒造G 174,100 7,309 4.4 300 0.2

タカラバイオG 19,600 862 4.6  200 1.0

（単位：百万円）

前期比 期初計画比 グル プ別のトピックス

宝HLD連結

営業利益・経常利益で期初計画を
200百万円上回る予想。

震災 る特別損失や投資有価
,

宝ヘルスケア 2,400  167  6.5 － －

その他 1,299  374  22.4 － －

197,400 7,630 4.0 100 0.1売上高

震災による特別損失や投資有価
証券評価損により当期純利益は
期初計画通りの予想。

宝酒造グル プ120,500 5,019 4.3 800 0.7

76,900 2,610 3.5  700  0.9

68,300 2,346 3.6  900  1.3

宝 造

売上原価

売上総利益

販管費

宝酒造グループ

売上高は期初計画を上回るが、コ
ストアップの影響により営業利益
は期初計画通りの予想。

宝酒造G 6,700 131 2.0 － －

タカラバイオG 1,300 203 18.5 200 18.2

宝ヘルスケア  120 132 － － －

その他 719 202 21 9

タカラバイオグループ

売上高は期初計画を下回るが、販
管費の減少により営業利益は期

その他 719  202  21.9 － －

8,600 264 3.2 200 2.4

8,900 472 5.6 200 2.3

4,000 211 5 6 － －当期純利益

営業利益

経常利益

初計画を200百万円上回る予想。

4,000 211 5.6当期純利益

自己株式取得（11月4日発表）
220万株（11億円）を上限に自己株式取得を実施（取得期間：11月10日～12月22日）

株主還元
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220万株（11億円）を上限に自己株式取得を実施（取得期間：11月10日～12月22日）

株主還元性向
配当と自己株式取得を合わせて50%以上となる見込み

資料中の当社および当社グル プの現在の計画 見通し 戦略 確信などのうち資料中の当社および当社グループの現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点にお

いて入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大な

リスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきな

されたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく

異なる結果となり得ることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変

動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存

製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、

急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を

与える要素はこれらに限定されるものではありません与える要素はこれらに限定されるものではありません。

＜お問合せ＞
宝ホールディングス株式会社 ＩＲ室

Tel. 075‐241‐5124
E‐Mail ir@takara.co.jpjp

2012年3月期第2Q決算説明会2012年11月8日



＜参考資料＞
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11/03期 12/03期

宝HLD連結_包括利益計算書（2012年3月期第2Q累計）

11/03期 12/03期

2Q累計実績 2Q累計実績 増減

1,368 1,076  291

3 315 428 2 887

（単位：百万円）

少数株主損益調整前四半期純利益

その他の包括利益合計 3,315  428 2,887

その他有価証券評価差額金  1,895  888 1,007

繰延ヘッジ損益  56  77  20

為替換算調整勘定 1,350 548 1,899

その他の包括利益合計

為替換算調整勘定 1,350 548 1,899

持分法適用会社に対する持分相当額  12  12 0

 1,947 648 2,595

（内訳）

包括利益

親会社株主に係る包括利益  1,717 447 2,165

少数株主に係る包括利益  229 200 430

（ 訳）
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経常利益 期初計画比 （単位：百万円）経常利益 前期比 （単位：百万円）

宝HLD連結_経常利益・四半期純利益増減分析（2012年3月期第2Q累計）

経常利益_期初計画比 （単位：百万円）経常利益_前期比 （単位：百万円）

営業利益

11/03期

2Q累計実績

営業利益

12/03期

2Q累計計画
3,234

+77

2,400

+1 026（主な増減理由）

営業外費用

営業外収益

の増加

の増加

営業外費用

営業外収益

の減少

の増加

受取利息・配当金の増加

社債発行費の減少

+77

+29

+109

+1,026

+52

▲26

（主な増減理由）

四半期純利益 期初計画比 （単位：百万円）四半期純利益 前期比 （単位：百万円）

12/03期

2Q累計実績

の減少

12/03期

2Q累計実績

の減少
社債発行費の減少

3,451

+109

3,451

+52

四半期純利益_期初計画比 （単位：百万円）四半期純利益_前期比 （単位：百万円）

経常利益

11/03期

2Q累計実績

経常利益

12/03期

2Q累計計画
1,378

+216

900

+1 051（主な増減理由）

特別損失

の増加

特別利益

の減少

の増加

特別損失

の増加

特別利益

の増加

の増加

投資有価証券売却益の減少

投資有価証券評価損、
災害による損失の増加

▲244

▲743

+216

+14

▲394

+1,051（主な増減理由）

少数株主利益

の増加

法人税等

の減少

の増加

少数株主利益

の増加

法人税等

の増加

の増加災害による損失の増加

（前期：資産除去債務会計基準の適用に
伴う影響額の損金不算入による増加）

▲743

+480

▲128

▲394

▲494

▲117
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12/03期

2Q累計実績

の増加

12/03期

2Q累計実績

の増加

959 959

経常利益 期初計画比 （単位：百万円）経常利益 前期比 （単位：百万円）

宝HLD連結_経常利益・当期純利益増減分析（2012年3月期通期業績予想）

経常利益_期初計画比 （単位：百万円）経常利益_前期比 （単位：百万円）

営業利益

11/03期

実績

営業利益

12/03期

期初計画

+264

8,427

（主な増減理由）

8,700

+200（主な増減理由）

営業外費用

営業外収益

の増加

の増加

営業外費用

営業外収益

の増加

の増加

受取利息・配当金の増加

+264

+76

+131社債発行費の減少

（主な増減理由） +200

▲100

+100受取利息・配当金の増加

為替差損の増加

（主な増減理由）

当期純利益 期初計画比 （単位：百万円）当期純利益 前期比 （単位：百万円）

12/03期

業績予想

の減少

12/03期

業績予想

の増加
+131

8,900

社債発行費の減少

8,900

▲100為替差損の増加

当期純利益_期初計画比 （単位：百万円）当期純利益_前期比 （単位：百万円）

経常利益

11/03期

実績

経常利益

12/03期

期初計画
3,788

+472（主な増減理由）

4,000

+200（主な増減理由）

特別損失

の増加

特別利益

の減少

の増加

特別損失

の増加

特別利益

の増加

の増加

投資有価証券売却益の減少

投資有価証券評価損、
災害による損失の増加

▲267

▲110

+472（主な増減理由）

+100

▲300

+200

固定資産売却益の増加

投資有価証券評価損、
災害による損失の増加

（主な増減理由）

少数株主利益

の増加

法人税等

の減少

の増加

少数株主利益

（変化なし）

法人税等

（変化なし）

の増加災害による損失の増加

（前期：資産除去債務会計基準の適用に
伴う影響額の損金不算入による増加）

▲110

+163

▲45

▲300災害による損失の増加
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12/03期

業績予想

の増加

12/03期

業績予想

（変化なし）

4,000 4,000



宝HLD連結_B/S概要：資産（2012年3月期第2Q末）

主な増減理由 （単位：億円）

増減

1,197 1,177  19

現金及び預金 327 270 57

11/03末 11/09末
（単位：億円）

流動資産

TH Δ27 6 TS Δ36 3 TB +9 9

主な増減理由 （単位：億円）

現金及び預金 327 270 57

受取手形及び売掛金 451 470 19

有価証券 126 142 15

たな卸資産 242 246 3

TH Δ27.6   TS Δ36.3   TB +9.9

TH +20.0   TS Δ4.7

TS +2.1 TB +0.9

TS +31.6   TB Δ9.5

たな卸資産 242 246 3

その他 48 48  0

727 711  15

有形固定資産 416 420 4

固定資産

TS  2.1   TB  0.9

当期の有形・無形固定資産の増減内訳

新規取得 +27.4 （TS +10.8   TB +4.0）
減価償却 （ ）

無形固定資産 60 59  0

　　のれん 40 40 0

　　その他 20 18 1

減価償却 Δ21.5 （TS Δ15.5   TB Δ5.3）
その他増減 Δ0.2

投資その他資産 250 231  18

　　投資有価証券 185 168  16

　　その他 65 63  2

TH Δ20.3 （時価評価差額 Δ16.7 etc.）

1,924 1,889  34資産合計
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（TH：宝HLD、TS：宝酒造グループ、TB：タカラバイオグループ）

宝HLD連結_B/S概要：負債・純資産（2012年3月期第2Q末）

主な増減理由 （単位：億円）

増減

414 447 32

支払手形及び買掛金 134 137 2

11/03末 11/09末

流動負債

（単位：億円）

主な増減理由 （単位：億円）

支払手形及び買掛金 134 137 2

借入金・社債 51 99 47

その他 227 209  17

441 384 56固定負債

TH +50.0 （第8回普通社債 2012年9月償還）

441 384 56

借入金・社債 255 205  50

その他 185 179  6

855 831 24

固定負債

負債合計

TH Δ50.0 （第8回普通社債→流動負債へ）

963 955  8

資本金・資本剰余金 164 164  0

利益剰余金 857 849 8

株主資本合計

自己株式  58  58  0

 20  25  5

125 128 2

その他包括利益累計額

少数株主持分

その他有価証券評価差額金 TH Δ10.0

1,068 1,058  10純資産合計
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（TH：宝HLD、TS：宝酒造グループ、TB：タカラバイオグループ）



為替前提（子会社P/L換算レート）

第2Q累計

11/03期
(10年1月‐6月)

2Q累計

（単位：円）

12/03期
(11年1月‐6月)

第2Q累計

前期差 期初予想差

ドル 91.36 80.00 82.02 ‐9.34  +2.02

ポンド 139.30 130.00 132.58 ‐6.72  +2.58

実績 期初予想 実績

ユーロ 121.24 110.00 115.05 ‐6.19  +5.05

元 13.39 12.50 12.53 ‐0.86  +0.03

100ｳｫﾝ 7.91 7.00 7.45 ‐0.46  +0.45

ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟ 1 81

【フーデックス社の前期P/L換算レート】

1€=¥117.03（2010年4‐6月平均レート）

2011年5月6日‐6月末の平均レートｲﾝﾄ ﾙﾋ ｰ － － 1.81 － －

11/03期 12/03期

通期

2011年5月6日‐6月末の平均レ ト

(10年1月‐12月)

前期差 期初予想差

ドル 87 79 80 00 79 30 8 49 0 70

通期

（単位：円）

(11年1月‐12月)

実績 期初予想 修正予想

ドル 87.79 80.00 79.30 ‐8.49  ‐0.70 

ポンド 135.53 130.00 127.30 ‐8.23  ‐2.70 

ユーロ 116.28 110.00 110.00 ‐6.28  －

元 12.96 12.50 12.30 ‐0.66  ‐0.20 

【フーデックス社の前期P/L換算レート】

1€=¥113.28（2010年4‐12月平均レート）

TAKARA HOLDINGS INC

100ｳｫﾝ 7.59 7.00 7.20 ‐0.39  +0.20

ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ － － 1.70 － －

31

2011年5月6日‐12月末の予想平均レート

株主還元について

TaKaRaグループ中期経営計画2013 （2011 04~2014 03）の財務方針TaKaRaグル プ中期経営計画2013 （2011.04 2014.03）の財務方針

健全な財務体質を維持しながら、成長・育成事業への投資と、
積極的な株主還元を実施し、ROE（自己資本利益率）の向上を目指す。

財務方針

ROE成長・育成事業への投資

健全な財務体質の維持健全な財務体質の維持

◆格付「シングルＡ」の維持

の向上積極的な株主還元
成長・育成事業への投資

◆成長事業と育成事業に対して優先的に投資

◆配当と自己株式取得を合わせ株主還元性向50%以上を実施

積極的な株主還元

株主還元総額（配当総額＋自己株式取得総額）

みなし連結当期純利益*
≧ 50％

*みなし連結当期純利益＝（連結経常利益－受取利息・配当金＋支払利息）×（１－法定実効税率）

株主還元性向＝

みなし連結当期純利益 （連結経常利益 受取利息 配当金＋支払利息） （１ 法定実効税率）
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利益成長と自己資本のコントロールにより、ROEの向上を目指す


